
工 事 名 ：

担当部課係：

担 当 者 ：

連 絡 先 ：

現場説明日時： 実施しない

令和7年6月27日 15 時

令和7年6月23日 ～ 令和7年6月27日

そ の 他 ： １．
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簡易工事「見積合わせ」情報

名古屋大学（東山）工学部１号館非常放送設備改修工事

建 設 工 事 競 争 参 加 工 種 ： 電気工事又は消防施設工事

内 訳 明 細 付 見 積 書 提 出 期 日 ：

東海国立大学機構施設統括部設備課電気第二係

山下　康平

工事に関すること：052-789-2145
契約に関すること：052-789-5667，2118

内 訳 明 細 付 見 積 書 提 出 先 ：
東海国立大学機構（名古屋大学）
施設統括部施設企画課施設契約係

※　上記見積書は、持参により提出してください。
　　 提出された見積書は、返却いたしません。

施設統括部ホームページ掲載期間：

工事内容は、別添の特記仕様書・図面を参照してください。

提出する内訳明細付見積書には、下記の事項を記載してください。

工事名

完成期限

見積価格（見積価格には消費税を含まないこと）

工事費内訳明細

名古屋大学簡易工事「見積合わせ」参加資格２～５の規定に該当する者で
ないこと。

簡易工事「見積合わせ」結果は、簡易工事「見積合わせ」結果一覧表を簡
易工事「見積合わせ」参加者にＦＡＸすることで、回答とさせていただき
ます。

東海国立大学機構施設統括部（名古屋大学）にて、簡易工事「見積合わ
せ」結果一覧表を閲覧することができます。

建設業許可番号

建設工事の競争参加資格

連絡先名称

連絡先氏名

連絡先電話番号

連絡先ＦＡＸ番号



１．

２．

３． 　令和７年１０月３１日（金曜日）

４． 電気工事又は消防施設工事　一式

５．

６．

レ 図面 1 枚

レ

レ

レ

レ

レ

レ

その他　（ ）

７．

８．

９．

10．

11．

12． 1.

2.

3.

4.

設計

・ 規 模 等

請負代金の支払

1)本工事の施工にあたり、施工日、施工時間は監督職員と十分に協議すること。

協議して決定するものとする。

発生材の処理等

そ の 他

標準仕様書の施工の条件による。

詳細は別紙図面を参照する。

発生材は、関係法令に従い適切に処理するものとする。

課　長

工 事 内 容 等

部　長 係　長 担　当

工事車両の入構及び駐車については、大学の入構ルールに従うこと。

森

課　長　補　佐

工学部１号館における非常放送設備の取替を行う。

本工事は使用中建物において実施するものであり、下記を遵守すること。

総 則

工事写真（カラー・サービス判）：１部（Ａ４判ファイル）

R7.6

山下

東海国立大学機構　施設統括部

山下杉本

2)本工事が大学行事（定期試験等）の支障となる場合は、大学行事を優先すること。

工事用電源、工事用水は支給する。詳細は監督職員との協議の上、決定すること。

この契約について、工事請負上で疑義及び変更点を生じた場合は、発注者、受注者間で

完成図：１部、機器完成図： １部、各種試験成績書：１部、諸手続書類（写し）：１部、

施 工 条 件

※工事写真は、文部科学省が定めた「工事記録写真撮影要領」により撮影する。

公共建築工事標準仕様書（統一基準）（電気設備工事編）　（令和７年版）

完 成 図 等

文部科学省電気設備工事標準図（特記基準）　　 　 　　　（令和４年版）

文部科学省機械設備工事標準仕様書（特記基準）　　　　　（令和４年版）

公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(機械設備工事編)  （令和７年版）

文部科学省電気設備工事標準仕様書（特記基準） 　 　　　（令和７年版）

公共建築改修工事標準仕様書（統一基準）（建築工事編）　（令和７年版）

公共建築工事標準仕様書（統一基準）（機械設備工事編）　（令和７年版）

公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(電気設備工事編)  （令和７年版）

国土交通省制定土木構造物標準設計

建築設備耐震設計・施工指針　　　　　　　　　　　　　　（２０１４年版）

公共建築設備工事標準図(統一基準)(機械設備工事編)  　　（令和７年版）

文部科学省機械設備工事標準図（特記基準）　　 　 　　　（平成３１年版）

文部科学省土木工事標準仕様書　　　　　　　　　　　　　（令和４年版）

契約基準の運用

完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

公共建築工事標準仕様書（統一基準）（建築工事編）　　　（令和７年版）

請負代金は、東海国立大学機構より完成後に支払うものとする。

基づき工事を施工する。

基準第３の規定による、工事費内訳明細書は提出し、工程表は提出しない。

文部科学省建築工事標準仕様書（特記基準）　　　　　　　（令和７年版）

名古屋大学（東山）工学部１号館非常放送設備改修工事

愛知県名古屋市千種区不老町(名古屋大学東山団地構内)

官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（統一基準）　　　　（平成２５年版）

工 事 請 負

公共建築設備工事標準図(統一基準)(電気設備工事編)  　　（令和７年版）

文部科学省建築改修工事標準仕様書（特記基準）　　　　　（令和４年版）

　（国土交通省国土技術政策総合研究所監修）

特　　記　　仕　　様　　書

工 事 名

工 事 場 所

完 成 期 限

工 事 の 種 類

この工事の受注者は、東海国立大学機構発注工事請負等契約取扱要項別記第１号の

東海国立大学機構工事請負契約基準、この特記仕様書及び下記のレ点を付した設計図書に
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非常･業務放送架 外形図（既設）

案内図，配置図，1階防災センター平面図，

備　　考

筐体非常･業務放送架

名　　称

凡　例

記　号

ＡＭＰ

名古屋大学（東山）工学部１号館非常放送設備改修工事

　　　筐体の撤去後に空いた穴は塞ぐこと。

　　　形状及び外形寸法は参考とする。

　　　耐震計算書を提出すること。

　　　消防検査届出書類を作成すること。

   2)放送アンプは停電放送に対応できること｡停電放送用電源ユニット(バッテリー)

　 「防災･減災対応業務放送システム」の一部として機能するものである。

  2.放送装置は下記使用を満たすこと。

    1.緊急地震速報(ブロック放送架) 2.防災無線ＭＣＡ(ブロック放送架) 3.災害

    対策統括本部　4.各ブロック主建物の放送マイク　5.各建物の放送マイク

    また,災害対策統括本部の主放送架(既設)や主建物ブロック放送架(既設)から

    の放送･起動などに対応するべく,放送アンプ内に接続ユニットを組込むこと。

   1)本放送システムにおける放送鳴動順位は,下記のとおりとする。

　1.本システムは,建物内における各種放送を行うとともに,全学に整備された

    を含む一体型とし,停電時バックアップ時間(目安)は１０分以上とする。

(システム仕様)
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（Key Plan）
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工学部１号館
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1階 防災センター 平面図

Ｉ Ｂ電子情報館

（ 北棟）

（ 東棟）

（ 西棟）

（ 中棟）

（ 南棟）

Ａ
Ｍ
Ｐ

      製造年 1995年,製造社名 TOA㈱製）の機器と同等品以上とすること。

注記）非常･業務放送架は既設(型式番号 FS-931,認定番号 第94-010号，

防災センター

Ｎ

　※放送用SPDを1台の更新を含む。

DS-029８
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４

５

６

７

非常電源パネル

２

Ｎo 機　器　名　称 品番

キャビネットラック CR-412

ブランクパネル

ブランクパネル

BK-033B

BK-023B

非常業務兼用操作パネル(10局）

EP-029-20

パワーアンプパネル(240W) PA-2440B

同上 増設用(20局)

EP-059

PF-013B通気(パーフォレイテッド)パネル

９

10

11

非常業務兼用ジャンクションパネル(10局)

同上 増設用(20局)

通気(パーフォレイテッド)パネル

JP-049

JP-039-20

PF-023B

NDC-2460×2ニカド電池(24V) 6000mAh/5HR

１

杉本
凡例，非常･業務放送架外形図（既設）




